
表紙です。お読みください。
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５つのことについて、話をしていきます。
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はじめに

このような社会状況の中、それぞれの学校で
対応に苦慮されていると思います。

実践研究に際し、思うように行えなかったこ
とはご理解ください。
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本校の学校教育目標と目指す生徒像になりま
す。

健康・体力と主に関わるのは、

心豊かにたくましく生きる人間の育成であり、

全力を尽くす生徒になると考えます。
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本校について簡単に説明します。

小規模校であり、横須賀市内でも生徒数の少
ない学校です。

また、学校施設も規模が小さいです。

体育施設もプール、武道館がないため、授業
で使用するのは、グラウンドと体育館のみと
なります。

5



本校の部活動設置状況です。

運動部活動は７部活で、５つの種目がありま
す。
市内の大会に合わせて、期間限定となります
が、駅伝部が発足されます。

文化部は、４部活です。
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本年度の入部状況です。

部活動全体としては、83％ともう少し入部率
をあげたいところです。

運動部への入部率が、約50％。この数値から
日常的にからだを動かす機会が少ない生徒が
全校生徒の半数いることになります。
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研究主題です

本市の中学校保健体育研究会体力つくり研究
部でも同様な研究を行っています。

生徒の意識改革を行い、生徒自らが主体的に
体を動かすことが楽しい、大切と思えるよう
になれば、二極化の打開につながると考え、
設定しました。
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本市では、３つの学校重点プランが掲げられ
ていますが、その重点３に「健康の保持増進
と体力の向上を図ります」があります。

この重点３を受け、本校では重点目標、期待
する生徒の姿を

「より良い基本的生活習慣へ改善を図れる生
徒」と「体力に関心を持ち行動する生徒の育
成」としました。
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生徒一人一人のデータを分析できるのは、
小規模校だからこそかもしれません。

学校全体としては、対全国偏差値が50を超
えるようにしていくのを目標としています。

それぞれのテスト項目（体力要素）は気に
なるところですが、体力合計点の向上と総合
評価のEとDの割合を減らすことが大切だと考
えます。
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昨年度（令和元年度）に取り組んだ内容です。

本年度（令和２年度）は、検証してから改善
し継続して取り組めた内容は、

②⻑期休業中の生活習慣確認

③昼休みの過ごし方

➃保健体育の授業の工夫

となりました。
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本校には、陸上競技部がありません。

そこで、市駅伝競走大会に参加するために、
期間限定の駅伝部を発足します。

例年、駅伝部員は、タイムトライアルセレク
ション方式で、運動部員を中心に行っていま
した。
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小規模校としての課題も出てきたので、

小規模校だからできる手立てに、方向転換し
ました。
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『みんなで走るかい』と称して、

放課後に全校生徒に呼びかけ、月に一回

走る活動を実施

駅伝部のセレクションも兼ねています。
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しかしながら、いきなり全校生徒が参加とは
いきませんでした。

その為、昨年度（令和元年度）から、部活動
に所属している生徒は、必ず参加を原則とし
て、本校の部活動の取り組みの一環としてみ
ました。

文化部も参加ですが、運動部を中心に温かい
良い雰囲気で取り組むことができました。
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しかしながら、次なる課題が出てきました。

この３つの課題は、とても大きな課題となり
ました。
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そこで、目的を方向変換し、それこそ「みん
なで楽しく走ろうよ」を合言葉に取り組みを
継続していきました。

資料10は、「みんなで走るかい」の様子
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資料６と資料７から

本校の生活習慣についての課題がみえます。

より良い生活習慣が大切だと教え伝えても、
実行していかなければならないのは、生徒自
身です。だからこそ、最低限、意識させなけ
ればと考えました。

学校生活がある日常は、ある程度のリズムあ
る生活をおくれ、声掛けの機会も十分にあり
ます。
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⻑期休業中は、それまでの生活リズムが乱れ
ることが懸念されます。

だからこそ、意識だけは続けさせないといけ
ないと考えました。

実施することは、単純です。
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毎日の生活習慣を確認させることです。
⻑期休業中の課題として、プリントに一日の
様子を記入させるだけです。
課題の目標は、
①毎日、朝食を食べる。
②毎日、30分は体を動す。
③早寝・早起き、定刻就寝。
としました。
本年度は、コロナの影響で臨時休校期間の毎
日の課題として、そして今現在は毎日の習慣
として記入を継続しています。
☆本年度の体育祭の開会式の中で、体育祭実
行委員⻑が、「毎日30分ウォーキングを臨時
休校中に行い、驚くほど体が軽くなり動ける
ようになりました。」と、運動習慣の定着や
主体的な行動のメリットを全校生徒に向けて
発言する姿が見られました。
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昼休みの時間帯の20分間を体を動かす機会と
する。各学級には、クラスボールとして、外
で使用できるサッカーボールとバレーボール
が一つずつあります。
その為に、グラウンドのみしか開放されてい
なかったが、体育館の開放を実施しました。
外で体を動かす姿が見られなかった女子生徒
の姿が体育館で、見ることができました。
本年度は、体育館開放は、現状コロナ対応の
ため実施していません。
本年度は、保健体育科の授業で使用する外用
のボールを全て使用して良いとしました。
その結果、今まで以上に盛んにボール遊びを
行っています。クラスに２個は少ないので
しょう。たくさん触れる、複数のグループが
活動できるといった点で効果大でした。
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新体力テストの結果を受け、少しでも、体を
動かす機能を高めるためにはどうしたら良い
だろうかと考えました。
一般的な準備体操は、体の柔軟性を高めるに
は良いと考えます。
そこで、体つくり運動やダンスの単元の導入
で良く行われるリズムジャンプトレーニング
を取り入れることにしました。
資料１１は、使用したライン画像です。
ただなんとなく体操をしていた生徒の様子か
ら、楽しそうに跳びはねる姿や自然とリズム
に合わせて手拍子をする生徒の姿を見ること
ができました。
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８ビートのリズムに合わせてピョンピョン跳び
ます。好き勝手に跳ぶのでなく、リズムに合わ
せることを大切にしました。

①両足を肩幅くらいに開き、ラインをまたぐよ
うにして、両足同時に跳びはねる。
②両足を揃えて、ラインを軸に左右に跳びはねる。
③ラインをまたぐようにレンジステップ
④左右に跳びはね、３・４のリズムでしゃがむ。
⑤パーで足を開き、クロスで足を交差する
⑥ラインの片側をケン・ケン、パで足を開く。
次は逆足でケン・ケン。
⑦片足ジャンプだけで、ラインを左右に跳びは
ねる。
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本年度、新体力テストを完全に行えていない
ため、体力向上の観点から分析はできていま
せんが、昨年度と比較すると、２年生では、
ぎこちない動きをしていた生徒が、リズムよ
く跳べるようになり、動きに自ら工夫してい
る姿や、３年生でも、女子生徒が積極的に跳
びはねる姿を見ることができました。
新体力テストの実施後には、データをもとに
分析・検証を行っていきたい。
継続だけでなく、より良い実施方法・工夫改
善を行っていかなければならない。子どもの
運動習慣の定着が、二極化の打開のカギと考
えます。
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